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総
会
記
念
講
演

大
分
の
方
言
に
つ
い
て

松
　
田
　
美
　
香

　

平
成
二
六
年
五
月
六
日
（
火
）、
別
府
市
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
た

別
府
史
談
会
の
記
念
講
演
と
し
て
、「
大
分
の
方
言
に
つ
い
て
」
と
い

う
題
で
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
以
下
は
、そ
の
時
の
内
容
を
加
筆
・

修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

１
．
講
師
自
己
紹
介

　

千
葉
大
学
文
学
部
で
卒
業
論
文
と
し
て
取
り
組
ん
だ
の
は
、「
大
分

県
周
防
灘
周
辺
地
域
の
『
グ
助
詞
』
研
究
」
で
あ
っ
た
。
主
格
助
詞
の

「
が
」
に
あ
た
る
「
グ
」
は
、
接
続
助
詞
の
部
分
で
も
使
用
さ
れ
る
こ

と
や
、
前
接
の
音
が
狭
母
音
（
イ
、
ウ
）
や
撥
音
（
ン
）
に
な
る
と
ほ

と
ん
ど
出
現
し
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
の
分
布
は
中
津
市
や
宇
佐

市
を
中
心
に
、
北
は
福
岡
県
行
橋
市
、
東
は
国
東
半
島
の
中
心
部
大
田

村
ま
で
広
が
っ
て
お
り
、
周
防
灘
沿
岸
地
域
と
そ
の
周
辺
に
分
布
す
る

こ
と
を
臨
地
調
査
と
通
信
調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
た
ⅰ
。

　

別
府
大
学
着
任
の
後
、
大
分
方
言
の
可
能
表
現
、
性
向
語
彙
、
こ
と

わ
ざ
、
談
話
な
ど
の
調
査
研
究
を
行
っ
て
お
り
、
九
州
方
言
研
究
会
で

共
同
執
筆
し
た
『
こ
れ
が
九
州
方
言
の
底
力
！
』（
共
著
・
大
修
館
書
店
）

や
、
県
内
の
高
齢
者
へ
の
聞
き
取
り
調
査
等
の
成
果
『
百
歳
イ
リ
エ
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
知
恵
袋
―
伝
え
た
い
大
分
の
方
言
・
こ
と
わ
ざ
・
レ
シ

ピ
―
』（
編
著
・
自
費
出
版
）
が
あ
る
。

２
．
音
声
・
ア
ク
セ
ン
ト
か
ら
見
た
大
分
方
言

　

方
言
に
限
ら
ず
、
言
語
の
基
盤
は
「
音
」
で
あ
る
。
日
本
語
は
原
則

と
し
て
Ｃ
Ｖ（
子
音
＋
母
音
）構
造
だ
が
、母
音
単
独
の
場
合
も
あ
る
し
、

子
音
と
母
音
の
間
に
半
母
音
（
ヤ
行
や
ワ
行
の
母
音
に
先
立
つ
音
）
が

入
る
場
合
も
あ
る
。ま
た
、特
殊
拍
と
呼
ば
れ
る
撥
音（
ン
）、促
音（
ッ
）、

長
音
（
ー
）
も
あ
る
。

　

ア
ク
セ
ン
ト
は
ひ
と
つ
の
単
語
に
決
め
ら
れ
た
相
対
的
な
音
の
高
低

の
規
則
で
あ
り
、
文
全
体
の
音
の
う
ね
り
の
よ
う
な
上
昇
や
下
降
を
表

す
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
は
区
別
す
る
。

　
【
大
分
方
言
の
音
声
的
特
徴
】

・　

連
母
音
の
融
合
が
起
こ
り
や
す
い

講
演
会
講
師
論
考
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（
青
い
：
ア
ウ
ェ
ー
、
安
い
：
ヤ
シ
ー
、
儂
は
：
ワ
シ
ャ
ー
…
）

・　

古
い
日
本
語
音
声
が
残
っ
て
い
る
（
ト
：
ト
ゥ
、
ズ
：
ド
ゥ
、

セ
：
シ
ェ
、
ゼ
：
ジ
ェ
…
）

・　

テ　

→　

チ
ェ　

→　

チ
、　

デ　

→　
（
デ
ェ
）　

→　

ジ

　

な
ど
の
口
蓋
化
現
象
が
あ
る

・　

ザ
行　

→　

ダ
行　

の
変
化
が
多
い
（
座
布
団
：
ダ
ブ
ト
ン
、

雑
巾
：
ド
ー
キ
ン
、
溝
：
ミ
ド
…
）

・　

ア
ク
セ
ン
ト
は
共
通
語
（
東
京
方
言
）
と
一
部
が
違
う
だ
け

（
北
西
九
州
地
域
は
無
ア
ク
セ
ン
ト
）

３
．語
彙（
ご
い
）

か
ら
見
た
大
分

方
言

　
「
語
彙
」と
は
、

単
語
の
ま
と
ま

り
の
こ
と
を
指

す
。
単
語
は
非

常
に
数
が
多
い

の
で
全
体
を
把

握
す
る
の
は
難

し
い
が
、
範
囲

を
区
切
っ
て
見

る
こ
と
に
よ
り
、

比
較
し
た
り
特

徴
を
捉
え
た
り

す
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

な
お
、
用
例

は
、大
野
秀
臣
編

『
大
分
話
し
言
葉

表１　２拍名詞のアクセント

　「：相対的に高くなる
　˥：相対的に低くなる
　
※「旗」「橋」など、一部は
　高低が異なる。
　２段のところは、上段が
　大分方言、下段が共通語
　のアクセント。

表２　古典語由来の大分方言
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用
語
用
例
辞
典
』（
２
０
０
３
年
）
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

　

ま
た
、
以
下
の
よ
う
な
語
も
か
な
り
古
く
か
ら
使
わ
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。

・
ア
ユ
ル
（
落
ち
る
）・
・
・
・
・
・
・
万
葉
集
（
奈
良
時
代
）

・
オ
ト
ゴ
（
末
子
）
弟
子
、
乙
子

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
今
昔
物
語
（
平
安
時
代
）

・
ナ
エ
（
地
震
）「
な
」
＝
土
地
＋
「
ヰ
」
＝
居
場
所

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
日
葡
辞
書
（
室
町
時
代
末
）

・
バ
サ
レ
ー
（
非
常
な
、
法
外
な
）
婆
娑
羅
＋
い

・
・
・
・
・
「
ば
さ
ら
」
：
太
平
記
（
南
北
朝
時
代
）

　

他
に
も
語
源
を
辿
れ
る
語
は
あ
る
が
、
主
な
も
の
を
概
観
し
た
だ
け

で
も
古
典
語
の
面
影
を
残
す
語
が
方
言
と
し
て
確
か
に
残
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。

　

ま
た
、
方
言
と
は
気
づ
か
れ
に
く
く
、
共
通
語
あ
る
い
は
東
京
方
言

だ
と
思
っ
て
使
わ
れ
て
い
る
方
言
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
語
を
「
気
づ

き
に
く
い
方
言
」
と
呼
ぶ
。

　
【
大
分
方
言
の
「
気
づ
き
に
く
い
方
言
」】

・
ナ
オ
ス
（
直
す
）

　
　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
共
通
語
の
「
片
付
け
る
」

・
メ
ン
ド
シ
ー
（
面
倒
し
い
）

　
　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
共
通
語
の
「
恥
ず
か
し
い
」

・
キ
ノ
ド
キ
ー
（
気
の
毒
い
？
）

　
　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
共
通
語
の
「
申
し
訳
な
く
思
う
」

・
ハ
ワ
ク
（
掃
わ
く
）

　
　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
共
通
語
の
「
掃
く
（
は
く
）」

・
コ
ユ
イ
（
濃
ゆ
い
）

　
　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
共
通
語
の
「
濃
い
（
こ
い
）」

・
ア
ッ
テ
イ
ル
（
在
っ
て
い
る
？
）

　
　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
共
通
語
の
「
や
っ
て
い
る
」

・
カ
ル
ー
（
担
ふ
）

　
　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
共
通
語
の
「
背
負
う
」

・
カ
タ
ル
・
カ
テ
ル
（
糅
て
る
）

　
　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
共
通
語
の
「
仲
間
に
入
れ
る
」

　

以
上
は
発
表
者
が
「
気
づ
い
た
」
大
分
方
言
で
あ
り
、「
気
づ
か
れ

に
く
い
」
の
で
「
気
づ
か
な
い
方
言
」
も
ま
だ
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
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４
．
文
法
か
ら
見
た
大
分
方
言

　

ま
ず
、
古
い
動
詞
活
用
が
残
っ
て
い
る
と
い
う
特
徴
を
紹
介
し
た
。

「
起
き
る
」
の
過
去
形
を
「
オ
ケ
タ
」、「
オ
ケ
タ
」
は
言
わ
な
く
て
も
、

「
オ
ク
ル
ト
キ（
起
き
る
時
）」や「
オ
ク
リ
ャ
ー
イ
ー（
起
き
れ
ば
い
い
）」

な
ど
と
言
っ
て
い
れ
ば
、
そ
の
人
は
動
詞
の
古
い
活
用
を
使
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。

　
「
オ
ク
ル
」
の
「
ク
」、
そ
れ
か
ら
「
オ
キ
ン
」
の
「
キ
」
あ
る
い
は

「
オ
ケ
ン
」
の
「
ケ
」
の
ど
ち
ら
か
を
言
え
ば
、
キ
・
ク
あ
る
い
は
ク
・

ケ
の
二
段
を
使
う
活
用
、
そ
れ
ぞ
れ
「
上
二
段
活
用
」「
下
二
段
活
用
」

に
な
る
。「
オ
ケ
ン
」
と
「
ケ
」
を
使
う
の
は
県
南
部
で
あ
り
、「
負
け

る
」「
助
け
る
」
な
ど
の
下
二
段
活
用
に
合
流
（
影
響
さ
れ
て
同
じ
活

用
へ
と
変
化
）
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

同
時
に
、
大
分
方
言
の
活
用
に
は
新
し
い
変
化
と
見
ら
れ
る
活
用
が

存
在
す
る
。
ラ
行
の
一
段
活
用
が
五
段
活
用
に
近
づ
く「
ラ
行
五
段
化
」

現
象
で
あ
る
。

　

本
来
の
一
段
活
用
で
は
、否
定
形
に
「
ラ
」
が
入
ら
な
い
。
し
か
し
、

他
の
動
詞
「
取
る
」「
乗
る
」「
掛
か
る
」
な
ど
五
段
活
用
の
否
定
形
「
ト

ラ
ン
」「
ノ
ラ
ン
」「
カ
カ
ラ
ン
」
の
「
ラ
ン
」
の
部
分
を
抽
出
し
、
否

動詞「起きる」
（上一段活用）

大分方言「起くる」
（上二段・下二段活用）

終止形 オキル オクル
連用形／過去形 オキテ／オキタ オキチ・オケチ／オキタ・オケタ

否定形 オキナイ オキン・オケン
仮定形 オキレバ オクリャー
命令形 オキロ オキー

表３　動詞の活用比較（「起きる」）

表４　大分方言のラ行五段化現象
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定
の
接
尾
辞
的
と
し
て
利
用
し
た
結
果
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
、「
～

ま
す
形
（
連
用
形
）」
の
「
ミ
リ
マ
ス
（
見
ま
す
）」「
キ
リ
マ
ス
（
着

ま
す
）」
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
聞
か
れ
な
い
が
、
そ
う
言
う
段
階
に
至
れ

ば
「
ラ
行
五
段
化
」
は
完
成
す
る
。
九
州
の
西
側
の
ほ
う
が
こ
の
現
象

が
盛
ん
で
あ
り
、「
新
し
い
体
系
の
形
成
」
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
ⅱ
。

　

現
在
の
大
分
方
言
で
は
、命
令
形
が
「
ミ
ー
」「
ミ
レ
」「
ミ
リ
ヨ
」「
ミ

ロ
」
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
形
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
「
取
る
」「
乗
る
」

な
ど
の
ラ
行
五
段
活
用
に
影
響
さ
れ
た
「
五
段
活
用
化
現
象
」
と
言
え

る
。

　

次
に
、
共
通
語
で
は
「
よ
う
こ
そ
」「
こ
ち
ら
こ
そ
」
な
ど
の
形
と

し
て
は
残
っ
て
い
る
が
、
完
全
な
形
で
は
使
わ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
「
係
り
結
び
」
が
大
分
方
言
に
は
ま
だ
残
っ
て
い
る
例
を
紹
介
す

る
。
平
安
時
代
に
書
か
れ
た
『
枕
草
子
』
に
「
思
は
む
子
を
法
師
に
な

し
た
ら
む
こ
そ
、
心
苦
し
け
れ
。（
親
が
い
と
し
い
と
思
う
よ
う
な
子

を
法
師
に
し
た
と
し
た
ら
、
ま
こ
と
に
気
の
毒
だ
。）」（
思
は
む
子
を
）

が
あ
る
よ
う
に
、
係
り
結
び
と
は
、
あ
る
語
や
語
句
を
「
こ
そ
」「
ぞ
」

な
ど
の
係
助
詞
で
取
り
立
て
、そ
れ
に
呼
応
し
て
述
語
部
分
は
「
こ
そ
」

な
ら
已
然
形
、「
ぞ
」
な
ら
連
体
形
で
締
め
く
く
る
と
い
う
文
の
規
則

で
あ
る
。
以
下
は
大
分
方
言
の
50
年
前
を
伝
え
る
資
料
『
方
言
生
活
30

年
の
変
容
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

　

ジ
ュ
ー
ハ
チ
ノ　

ヨ
ー
ナ　

コ
コ
ロ
モ
チ
コ　

シ
チ
ョ
レ　

　
（
真
玉
町　

Ｓ
．31
収
録
）

　

18
歳
の　
　
　

よ
う
な　
　

心
持
ち
こ
そ　
　

し
て
い
る
よ
。

　

シ
カ
タ
ガ　

ア
ッ
チ
ェ
ク
セ
（
し
か
た
が
あ
る
も
ん
か
。）

（
山
香
町　

Ｓ
．31
収
録
）

　

仕
方
が　
　

あ
っ
て
こ
そ

　

マ
ー　

キ
ョ
ー
コ　
　

ハ
ジ
メ
テ　

マ
ー　

ハ
ナ
シ　

キ
ー
テ

　
（
宇
佐
市
長
洲　

Ｓ
．58
収
録
）

　

ま
あ　

今
日
こ
そ　
　

初
め
て　
　

ま
あ　

話
を　
　

聞
い
て　
　

　　

宇
佐
市
の
焼
酎「
い
い
ち
こ
」も
ま
さ
に
こ
の
係
り
結
び
に
よ
る「
良

い（
と
こ
そ
あ
れ
！
）」の
意
味
で
ネ
ー
ミ
ン
グ
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

最
初
の
例
以
外
、
省
略
等
に
よ
っ
て
「
結
び
」
が
脱
落
し
て
い
る
の
は

共
通
語
と
同
じ
傾
向
で
あ
る
が
、
ま
だ
「
結
び
」
ま
で
語
る
人
も
い
る

点
で
、
大
分
方
言
に
は
古
典
の
文
法
が
生
き
て
い
る
と
言
え
る
。
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５
．
大
分
方
言
の
表
現
法

　

表
現
あ
る
い
は
表
現
法
と
は
、
語
彙
や
文
法
の
範
疇
に
は
収
ま
り
き

れ
な
い
、
そ
れ
ら
が
作
用
し
合
っ
て
あ
る
意
味
領
域
を
表
し
分
け
る
言

語
現
象
を
意
味
す
る
。
今
回
は
、
大
分
方
言
の
可
能
表
現
と
敬
語
表
現

を
取
り
上
げ
た
。

　

ま
ず
、
大
分
方
言
の
可
能
の
表
現
は
、
共
通
語
よ
り
詳
し
い
意
味
を

表
し
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

た
と
え
ば
、
自
動
車
で
来
て
い
る
か
ら
「
お
酒
を
飲
む
こ
と
が
で
き

な
い
」
場
合
は
「
今
日
は
酒
が
飲
ま
レ
ン
」
と
言
い
、
下
戸
だ
と
い
う

場
合
は
「
ワ
シ
ャ
酒
を
飲
み
キ
ラ
ン
」、
何
日
も
宴
会
が
続
い
て
体
調

不
良
の
場
合
は
「
今
夜
は
酒
が
飲
メ
レ
ン
」
と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
の

使
い
分
け
は
地
域
に
よ
っ
て
は
曖
昧
な
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
お
お
む
ね

こ
の
よ
う
に
キ
ル
（
：
能
力
可
能
）、
ル
ル
（
：
状
況
可
能
）、-e

レ
ル

と
い
う
可
能
動
詞
に
レ
ル
を
添
加
し
た
も
の（
：
一
時
的
な
状
況
可
能
）

を
使
い
分
け
て
い
る
。
共
通
語
に
は
五
段
動
詞
な
ら
可
能
動
詞
、
一
段

活
用
と
カ
行
変
格
活
用
（
来
る
）
な
ら
未
然
形
＋
ラ
レ
ル
、「
す
る
」

は
デ
キ
ル
と
い
う
、そ
れ
ぞ
れ
一
つ
の
形
し
か
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、

複
雑
で
は
あ
る
が
豊
か
な
表
現
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

日
本
全
国
を
見
渡
し
て
み
る
と
、可
能
表
現
の
形
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
。

能
力
可
能
を
表
す
形
を
列
挙
す
る
と
、

　

・
長
崎　
　
「
ノ
ミ
ユ
ル
」「
ノ
ミ
エ
ル
」・
・
・
・
・（
飲
み
得
る
）

　

・
鹿
児
島　
「
ノ
ミ
ガ
ナ
ル
」「
ノ
ン
ガ
ナ
ル
」・
・（
飲
み
が
成
る
）

　

・
関
西
地
方
「
ノ
メ
ル
」（
否
定
形
に
「
ヨ
ー
ノ
マ
ン
」）

図１　大分方言の可能表現　意味と形式の関係
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・
・
・（
飲
み
得
る
？
飲
ま
れ
る
？
）

　

・
東
北
地
方
「
ノ
ム
ニ
イ
ー
」・
・
・
・
・
・
・
・
・（
飲
む
に
良
い
）

の
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
表
し
方
が
あ
る
。
状
況
可
能
の
方
は
未
然
形

＋
ラ
レ
ル
の
地
域
が
圧
倒
的
に
広
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
可
能
を
表
す

言
い
方
は
能
力
可
能
を
言
い
分
け
る
必
要
性
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
、
状

況
可
能
か
ら
新
た
に
形
を
作
り
だ
し
た
可
能
性
が
高
い
。
大
分
県
の
地

理
的
位
置
を
考
え
る
と
、
瀬
戸
内
海
文
化
と
九
州
文
化
の
ぶ
つ
か
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
方
言
の
重
な
り
が
、
意
味
の
三
区
分
を
作
り

出
し
た
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
、
大
分
方
言
の
敬
語
を
取
り
上
げ
る
。
敬
語
に
は
方
言
的
な
も

の
が
少
な
い
と
言
わ
れ
る
が
、
無
い
わ
け
で
は
な
い
。

　

・
文
末
の
「
ア
ン
タ
ナ
ー
」　

　
　

ア
ン
タ　

ド
コ　

イ
ク
カ　

ア
ン
タ
ナ
ー　
　
（
宇
佐
な
ど
北
部
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

タ
ナ
ー　

　

・
文
末
の
「
～
デ
」　

　
　

ア
ン
タ　

ド
コ　

イ
ク
デ
→（
下
降
）　　
　
　
（
中
津
な
ど
北
部
）

　

・
文
末
の
「
エ
」

　
　

ア
ン
タ　

ド
コ　

イ
ク
カ
エ
→
（
下
降
）　　
（
大
分
県
全
域
）

　

こ
れ
ら
は
問
い
か
け
の
文
末
で
、
文
全
体
に
敬
意
を
加
え
る
役
割
が

あ
り
、
今
で
も
よ
く
聞
か
れ
る
。

　

他
に
地
域
限
定
で
以
下
の
よ
う
な
方
言
敬
語
も
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

言
い
ナ
ハ
イ
（
ナ
サ
イ
）
命
令

　
　
　
　
　
　
　
　
　

言
い
ナ
ハ
ン
ナ
（
ナ
サ
ン
ナ
）
禁
止

　
　
　
　
　
　
　
　
　

言
わ
ン
シ　
　

命
令

　
　
　
　
　
　
　
　
　

言
わ
ン
ス
ナ　

禁
止　
　

　
　
　

　
「
～
ン
シ
」
は
県
南
部
で
聞
か
れ
る
。
ど
れ
も
「
な
さ
る
」
系
の
語

で
あ
り
、
共
通
語
で
も
使
わ
れ
て
い
る
の
で
、
目
立
ち
に
く
い
。
ま

た
、
江
戸
時
代
の
「
小
藩
分
立
」
に
よ
り
、
県
内
に
大
き
な
藩
が
長
期

間
支
配
体
制
を
築
く
と
い
う
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
九
州
の

他
県
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
細
分
化
さ
れ
た
複
雑
な
敬
語
体
系
を
必
要
と

せ
ず
、
目
立
っ
た
方
言
敬
語
が
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

６
．
注
目
す
べ
き
大
分
方
言

　

大
分
方
言
語
彙
を
、「
珍
し
い
」「
調
子
の
良
さ
」
の
二
つ
の
視
点
か

ら
選
び
出
し
た
。　
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ま
ず
、「
ア
ド
（
踵
）」、「
エ
ラ
・
イ
ラ
（
鱗
）」
は
、
一
九
六
〇
年

代
の
全
国
調
査
に
よ
る
と
、
大
分
だ
け
に
分
布
が
あ
り
、
大
変
珍
し
い

方
言
で
あ
る
。「
ゴ
テ
ー
シ
ン
（
不
精
な
）」
も
「
五
体
死
に
」
か
ら
変

化
し
た
語
だ
が
、
何
も
し
な
い
か
ら
身
体
が
死
ん
で
い
る
よ
う
だ
と
い

う
た
と
え
方
が
珍
し
い
と
思
わ
れ
る
。「
ウ
ッ
シ
ェ
ー
・
ウ
ッ
セ
ー
（
不

味
い
）」
も
豊
前
地
域
で
使
わ
れ
る
が
、
語
源
も
不
明
で
あ
り
、
他
地

域
で
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
珍
し
い
。「
ス
モ
ツ
ク
レ
ン
（
役

に
立
た
な
い
）」
は
、
動
物
の
「
巣
」、
あ
る
い
は
柑
橘
類
の
「
酢
」
も

作
れ
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
来
て
い
る
と
い
う
が
、
ど
ち
ら
が
語
源
で

あ
っ
た
と
し
て
も
、
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
言
い
方
で
あ
る
。
郷
土
料
理
の

名
前
で
あ
る
「
ヤ
セ
ウ
マ
（
小
麦
団
子
を
細
長
く
引
き
伸
ば
し
、
黄
粉

や
小
豆
餡
を
絡
め
た
も
の
）」
も
、珍
し
い
。
他
の
地
域
で
あ
れ
ば
「
ダ

ン
ゴ
」
と
名
付
け
ら
れ
そ
う
な
料
理
で
あ
る
が
、
な
ぜ
「
ヤ
セ
ウ
マ
」

な
の
か
、
疑
問
が
残
る
。
一
説
に
、
京
都
か
ら
落
ち
延
び
て
き
た
貴
人

が
乳
母
（
八
瀬
）
に
「
あ
の
旨
い
も
の
を
・
・
・
」
と
言
う
と
き
、「
ヤ

セ
、
ウ
マ
・
・
・
」
と
言
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
が
、
他
地
域
で
は
「
痩

せ
た
馬
」
に
似
て
い
る
か
ら
だ
と
言
う
。
長
野
県
の
「
ヤ
シ
ョ
ウ
マ
」

は
仏
教
行
事
で
配
ら
れ
る
菓
子
名
で
あ
り
、
大
分
同
様
に
仏
が
弟
子
の

ヤ
シ
ョ
に
「
う
ま
い
」
と
言
っ
た
か
ら
と
か
、
痩
せ
馬
に
似
て
い
る
か

ら
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
あ
り
、
関
係
が
あ
り
そ
う
で
興
味
深

い
。

　

次
に
、調
子
の
良
さ
を
感
じ
る
大
分
方
言
で
あ
る
。「
ホ
ゲ
ホ
ッ
ポ
ー

（
で
た
ら
め
）」「
オ
ー
チ
ャ
キ
ー（
横
着
な
）」「
イ
ヒ
ュ
ー
ナ（
異
風
な
）」

「
オ
ッ
ト
ロ
シ
ヤ
（
驚
き
を
表
す
）」「
マ
ッ
ピ
ー
（
真
っ
青
）」
な
ど
が

あ
る
。
促
音
、
長
音
、
拗
音
、
半
濁
音
（
ピ
や
ポ
）
が
組
み
合
わ
さ
り
、

1
単
語
の
中
に
リ
ズ
ム
が
生
ま
れ
る
点
で
調
子
の
良
さ
を
感
じ
る
の
だ

ろ
う
。
ま
た
、逆
に
「
オ
ヒ
ナ
レ
（
お
は
よ
う
）」
や
「
オ
ヨ
ン
ナ
レ
（
お

や
す
み
）」
な
ど
は
、
御
所
言
葉
由
来
の
上
品
な
響
き
を
持
っ
て
い
る
。

７
．
記
録
に
残
し
た
大
分
方
言
（
談
話
調
査
研
究
）

　

大
分
方
言
に
は
貴
重
な
財
産
が
あ
る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
分
放
送
局
が
「
大

分
県
方
言
の
旅
」
と
い
う
番
組
を
制
作
し
、
県
内
各
地
の
方
言
談
話
を

収
録
・
放
送
し
た
。
第
１
次
期
は
昭
和
二
九
年
～
同
三
三
年
、
第
二
次

は
昭
和
五
八
年
～
同
六
〇
年
で
あ
る
。
離
島
や
隣
県
の
回
も
あ
り
、
同

じ
大
分
県
で
あ
っ
て
も
違
う
方
言
も
あ
る
こ
と
が
県
民
を
驚
か
せ
た
で

あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。同
番
組
の
音
声
記
録
や
文
字
起
こ
し
資
料
が『
方

言
生
活
の
実
態
』『
方
言
生
活
三
〇
年
の
変
容
』
上
下
巻
と
し
て
出
版

さ
れ
て
い
る
ⅲ
。

　

さ
て
、
こ
の
資
料
を
方
言
研
究
に
生
か
そ
う
と
し
て
、
発
表
者
も
所

属
す
る
「
大
分
方
言
五
〇
年
の
変
容
調
査
会
」（
の
ち
に
「
方
言
談
話
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の
変
容
調
査
会
」
に
発
展
し
て
改
称
。
代
表
：
杉
村
孝
夫
）
が
科
学
研

究
費
助
成
金
を
得
て
結
成
さ
れ
た
。
調
査
は
平
成
二
一
年
～
同
二
六
年

に
行
わ
れ
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
大
分
方
言
の
談
話
資
料
で
約
五
〇

年
間
の
比
較
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
の
中
で
、「
中
津
地
方
の
デ
こ
と
ば
」、「
玖
珠
地
方
の
ヘ
こ
と
ば
」

に
発
表
者
は
注
目
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
疑
問
の
文
末
が
デ
（
ー
）

と
ヘ
（
ー
）
に
な
る
と
い
う
現
象
で
あ
る
。
中
津
市
で
は
、「
ア
ン
タ
、

ド
コ
イ
ク
デ
（
あ
ん
た
、
ど
こ
い
く
の
か
？
）」、
玖
珠
町
で
は
、「
オ

キ
チ
ョ
ル
ヘ
ー
（
起
き
て
い
る
か
？
）」
な
ど
と
言
う
。
大
分
県
内
の

広
い
地
域
で
は
「
ド
コ
イ
ク
ン
（
カ
）」、「
オ
キ
チ
ョ
ル
カ
エ
ー
」
な

ど
と
言
う
の
に
対
し
、
こ
れ
ら
の
地
域
は
他
の
大
分
方
言
と
は
違
う
言

い
方
を
す
る
の
で
あ
る
。

　
（「
」
は
実
際
の
音
声
を
流
し
た
部
分
。）

平
成
二
二
年
調
査　

中
津
市
高
年
層

「
ア
ー　

ア
ン
タ
、
ナ
ン
デ
。
ド
コ
エ　

イ
キ
ヨ
ッ
デ
。」

（
あ
あ
、あ
ん
た
、何
で
す
か
？
ど
こ
へ
行
っ
て
い
る
の
で
す
か
？
）

「
～
デ（
ー
）」
に
は
、
少
し
ば
か
り
丁
寧
な
気
持
ち
が
入
っ
て
い
る
と

い
う
。
し
か
も
、
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
下
降
し
な
い
場
合
、「
～
デ

（
ー
）」
は
疑
問
で
は
な
く
、
告
知
の
意
味
に
な
る
。

「
ワ
タ
シ
ワ　

ホ
ン
ト　

ナ
カ
ツ
ワ　

ナ
ン
ジ
ュ
ー
ネ
ン
モ　

ツ

ズ
イ
テ　

マ　

コ
ン
ナ　

ウ
レ
シ
ー
コ
タ
ー　

ネ
ー
デ
ー
。」（
私

は
本
当
、
中
津
〈
雛
祭
り
〉
は
何
十
年
も
続
い
て
、
ま
、
こ
ん
な

嬉
し
い
こ
と
は
な
い
よ
。）　　
　
　
　
　
　
　

　

玖
珠
地
方
で
は
、
疑
問
の
ヘ
（
ま
た
は
へ
ー
）
は
あ
る
が
、
告
知
の

意
味
は
な
い
。

　

平
成
二
三
年
調
査　

九
重
町
高
年
層

「
ア
サ　

ハ
エ
ー
ケ
ド　

オ
キ
チ
ョ
ル
ヘ
ー
。」（
朝　

早
い
け
ど

　
　

起
き
て
い
る
か
い
？
）

「
ハ
ー
。
オ
キ
チ
ョ
ル
バ
イ
。」（
は
い
。
起
き
て
い
る
よ
。）

「
マ
ー　

ア
レ
カ
ー　

ジ
ッ
プ
ン
グ
ラ
イ　

タ
ッ
チ
ョ
ル
カ
タ

ナ
ー
。」

（
ま
あ　

あ
れ
か
ら　

十
分
ぐ
ら
い　
　

経
っ
て
い
る
か
な
あ
。）

「
ア
ー　

ソ
ー
ヘ
ー
。」（
あ
あ
、
そ
う
か
い
。〈
相
づ
ち
〉）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　

ど
ち
ら
も
語
源
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
は
な
い
が
、
県
内
で
広
く
使

わ
れ
て
る
疑
問
の
「
～
カ
エ
」「
～
カ
イ
」
は
、連
母
音
が
融
合
し
て
「
～

ケ
ー
」
に
な
り
や
す
い
。「
ケ
ー
」
か
ら
「
ヘ
ー
」
へ
は
、
千
葉
県
方
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言
で
「
マ
ケ
タ
（
負
け
た
）」
が
「
マ
ヘ
タ
」
に
な
る
例
が
あ
る
。
カ

行
の
子
音[

ｋ]

⇒
ハ
行
の
子
音[

ｈ]

に
な
る
例
は
他
所
で
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
音
声
変
化
の
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、「
デ（
ー
）」
に
つ
い

て
は
、「
デ
ス
カ
エ
」
の
「
ス
カ
」
の
部
分
が
脱
落
し
て
、「
デ
エ
」
と

な
り
「
デ
ー
」
と
な
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
告
知
の
デ
ー
と
は
区
別
が

あ
る
（
音
の
高
低
や
長
さ
）
の
で
、
告
知
の
デ
ー
は
別
の
語
源
と
考
え

る
べ
き
だ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、「
方
言
談
話
の
変
容
調
査
会
」
は
共
通
語
に
置
き
換
わ

ら
な
い
方
言
に
つ
い
て
の
研
究
も
進
め
て
い
る
。

平
成
二
二
年
調
査
か
ら　

杵
築
市
山
香
町

夜
の
会
話
（
相
手
宅
か
ら
帰
ろ
う
と
す
る
：
辞
去
の
会
話
）

ン
ナ
ラ　

モ
ー　

コ
レ
デ　

カ
エ
ル
キ
、
オ
ジ
ャ
マ
シ
マ
シ
タ
。

・
・
・
高
年
層
男
性

（
で
は　
　

も
う　

こ
れ
で　

帰
る
か
ら
、
お
邪
魔
し
ま
し
た
。）

ダ
ケ
ド　

ヒ
サ
ビ
サ
ニ　

キ
タ
ン
ヤ
ケ
ン　

マ
ダ　

ユ
ッ
ク
リ　

シ
テ　

イ
ケ
バ　

イ
ー
ヤ
ン
カ
。

　

青
年
層
女
性

（
だ
け
ど　

久
々
に　
　
　

来
た
ん
だ
か
ら　

ま
だ　

ゆ
っ
く
り　

し
て　

行
け
ば　

い
い
じ
ゃ
な
い
。）

ン
ー
。
ヨ
メ
サ
ン
ニ　

オ
コ
ラ
ル
ル
キ
ナ
、

モ
ー　

ソ
ロ
ソ
ロ　

カ
エ
ル
ワ
ー
。　
　
　

・
・
・
青
年
層
男
性

（
う
ん
。
嫁
さ
ん
に　
　

叱
ら
れ
る
か
ら
ね
、

も
う　

そ
ろ
そ
ろ　

帰
る
わ
。）

朝
の
会
話
（
宿
題
を
借
り
る
）

マ
ー
、
ナ
ラ　

ウ
チ
モ　

チ
ャ
ン
ト　

ヤ
リ
タ
イ
ケ
ン
、

ト
コ
ロ　

ア
ル
ケ
ン
サ
ー
、
キ
ョ
ー
ジ
ュ
ー
ニ　

カ
エ
シ
テ　

ホ
シ
ー
ン
ヤ
。
ソ
レ
ナ
ラ　

カ
ス
ケ
ド
ー
←（
上
昇
）

・
・
・
中
学
生
女
性

（
ま
あ
、
な
ら　

私
も　
　

ち
ゃ
ん
と　

や
り
た
い
か
ら
、

と
こ
ろ
あ
る
か
ら
さ
あ
、　

今
日
中
に

返
し
て　

ほ
し
い
ん
だ
。
そ
れ
な
ら　

貸
す
け
ど
？
）

ン
ー　

ジ
ャ
ー
、
ハ
ヤ
ク　

オ
ワ
ッ
タ
ラ　

カ
エ
シ
ニ　

ク
ル
ケ
ン
。　
　
　
　
　
　
　

・
・
・
中
学
生
男
性

（
う
ん　

じ
ゃ
あ
、
早
く　
　

終
わ
っ
た
ら　

返
し
に　
　

来
る
か
ら
。）

　

こ
の
地
域
の
五
〇
年
前
の
資
料
と
の
比
較
を
し
て
み
る
と
、
原
因
・
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理
由
の
「
か
ら
」
に
当
た
る
「
キ
（
ー
）」
が
高
年
層
ほ
ど
多
く
、
青

年
層
で
は
少
な
く
、
中
学
生
で
は
使
わ
れ
な
く
な
り
、
代
わ
り
に
「
ケ

ン
」
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
共
通
語

化
な
ら
「
か
ら
」
に
変
化
す
る
と
こ
ろ
が
、
共
通
語
で
は
な
く
、
福
岡

や
熊
本
で
使
わ
れ
て
い
る
「
ケ
ン
」
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
共
通
語
化

一
辺
倒
で
は
な
い
大
分
方
言
の
変
化
の
方
向
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

８
．
新
し
い
方
言

　

方
言
は
い
ず
れ
共
通
語
化
す
る
と
、
一
時
は
信
じ
ら
れ
て
い
た
。
し

か
し
、
新
方
言
が
生
ま
れ
て
い
る
と
い
う
報
告
や
、『
方
言
コ
ス
プ
レ

の
時
代
』ⅳ
と
い
う
題
の
本
の
出
版
な
ど
か
ら
、
方
言
が
形
を
変
え
て

も
生
き
続
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
１
）
～
〔
ヤ
〕
ニ
ー
（
～
〔
だ
〕
よ
）
大
分
方
言

竹
田
市
長
湯　

中
学
生　

二
〇
一
二
年

　
　

男
：
ア
レ　

オ
バ
チ
ャ
ン
ワ
。（
あ
れ
、
お
ば
さ
ん
は
？
）

女
：
エ
ー　

イ
マ　

オ
カ
ー
サ
ン　

カ
イ
モ
ン　

イ
ッ
チ
ョ

ン
ケ
ン　

ウ
チ
ガ　

ミ
セ
バ
ン　

シ
ヨ
ン
ニ
。（
え
ー

今
お
母
さ
ん
は
買
い
物
に
行
っ
て
い
る
か
ら
、
私
が
店

番
し
て
い
る
の
よ
。）

　
　

男
：
ソ
ー
ナ
ン
。（
そ
う
な
の
。）

　
　

女
：
ウ
ン
。（
う
ん
。）

「
言
語
生
活
五
〇
年
の
変
容
」
科
研
費
調
査
よ
り

（
２
）
～
コ
ッ
セ
ン
（
じ
ゃ
な
い
？
）
宮
崎
方
言

　
　
　
　

コ
レ
、
イ
ー
コ
ッ
セ
ン
。（
こ
れ
、
良
い
こ
と
あ
ら
せ
ん
？
）

　
　
　
　

オ
モ
シ
レ
ー
コ
ッ
セ
ン
。（
面
白
い
こ
と
あ
ら
せ
ん
？
）

　
　
　
　

雨
、
マ
ダ　

フ
ッ
チ
ョ
コ
ッ
セ
ン
。

（
雨
、
ま
だ
降
っ
ち
ょ
る
ご
と
あ
ら
せ
ん
？
）

『
こ
れ
が
九
州
方
言
の
底
力
！
』ⅴ　

岸
江
信
介
氏
担
当
項
３
よ
り

（
３
）
ユ
ー
テ
・
ユ
ー
テ
モ
（
そ
う
言
っ
て
も
）
東
京
周
辺
、
関
西

　
　
　
「
ゆ
ー
て
も
俺
酒
弱
い
か
ら
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
」

　
　
　
「
俺
も
ｗ
ｗ
ゆ
ー
て
も
潰
れ
た
こ
と
な
い
け
ど
な
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
」

　
　
「
大
学
生
が
よ
く
言
う
こ
と
ば　

http://m
atom

e.naver.jp/odai/2136289824818503301

よ
り

（
４
）
ア
ー
ネ
！
（
あ
あ
、
な
る
ほ
ど
ね
！
）
福
岡
、
東
京

　
　
　

二
〇
〇
四
年　

福
岡　

女
子
大
生

Ａ　

派
遣
会
社
で
契
約
し
た
方
が
、
時
給
高
い
よ
。

Ｂ　

あ
あ
、
そ
う
な
ん
や
。

Ａ　

う
ん
、
全
然
違
う
も
ん
。

Ｂ　

あ
ー
ね
。

Ａ　

同
じ
仕
事
で
、
で
も
、
な
ん
か
紹
介
料
と
し
て
、
最
初
、
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六
百
円
と
ら
れ
る
け
ど
、
時
給
的
に
二
百
円
ぐ
ら
い
違

う
っ
ち
ゃ
ん
ね
。（
違
う
ん
だ
よ
ね
）

Ｂ　

ふ
ー
ん
。

大
修
館
「
国
語
情
報
室　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
国
語
教
室
」

二
階
堂
整
氏
担
当
ペ
ー
ジ
よ
り

９
．
お
わ
り
に

　

大
分
方
言
は
、
よ
そ
者
で
あ
る
私
を
も
ほ
っ
と
さ
せ
る
「
魅
力
」
が

あ
る
。
悪
く
言
え
ば
「
規
範
意
識
が
薄
い
」
が
、
良
く
言
え
ば
「
自
由

で
伸
び
伸
び
と
し
て
い
る
」
言
葉
で
あ
る
方
言
。
き
っ
と
、〝
心
の
伸

び
や
か
さ
〟
が
、
そ
の
土
地
の
者
で
な
く
て
も
伝
わ
り
、
私
を
ほ
っ
と

さ
せ
る
の
だ
ろ
う
。
発
表
時
に
い
く
つ
か
質
問
を
い
た
だ
い
た
。
未
だ

に
お
答
え
で
き
て
い
な
い
も
の
も
あ
り
悔
や
ま
れ
る
が
、
今
後
の
課
題

と
し
た
い
。

　

最
後
に
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
別
府
史
談
会
の

方
々
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　附

記
：
発
表
し
た
音
声
デ
ー
タ
は
、
平
成
二
一
～
二
三
年
科
研
費
調
査
「
言
語

生
活
五
〇
年
変
容
―
大
分
県
方
言
談
話
資
料
を
比
較
し
て
―
」（
課
題

番
号21520473　

研
究
代
表
者　

杉
村
孝
夫
）の
研
究
の
一
部
で
あ
る
。

注ⅰ　

大
分
県
総
務
部
総
務
課
編
（
一
九
九
一
）『
大
分
県
史　

方
言
篇
』

pp.305-314　

第
五
章
第
四
節　

主
格
の
グ
助
詞

ⅱ　

大
西
拓
一
郎
著
（
二
〇
〇
八
）『
シ
リ
ー
ズ
現
代
日
本
語
の
世
界
六　

現

代
方
言
の
世
界
』
朝
倉
書
店　

pp.69-71

ⅲ　

松
田
正
義
著
（
一
九
六
〇
）『
方
言
生
活
の
実
態
』
明
治
書
院
、
松
田
正

義
・
糸
井
寛
一
・
日
高
貢
一
郎
著
（
一
九
九
三
）『
方
言
生
活
30
年
の
変
容
』

上
下
巻　

桜
楓
社

ⅳ　

田
中
ゆ
か
り
著
（
二
〇
一
一
）『
方
言
コ
ス
プ
レ
の
時
代
―
ニ
セ
関
西
弁

か
ら
龍
馬
語
ま
で
―
』
岩
波
書
店

ⅴ　

九
州
方
言
研
究
会
編
（
二
〇
〇
九
）『
こ
れ
が
九
州
方
言
の
底
力
！
』
大

修
館
書
店


